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付近（水深 50 m）と 68°付近（水深 60 m）とカナダ海盆
に向かう陸棚斜面（水深 50～150 m）であった（図１）。
また、バロー岬沖の海域（西経 158°・北緯 72°付近：水深
50～100 m）の底層でもΩarg<1であった。これらの底層水
は栄養塩の濃度が高く、酸素飽和度が低かったことから、
有機物の分解によってΩarg<1に達したものと考えられる。
さらに、これらの海域のうち、北緯 68°付近とバロー岬沖
の海域では表層のクロロフィル蛍光値も高かったことか
ら、上層での活発な一次生産が、下層への有機物フラック
スを増大させて底生生物に餌を供給する一方、有機物の分
解によってΩを低下させ、炭酸カルシウムの骨格を持つ底
生生物にとって棲みにくい環境を作り出していることが
示唆される。 
以上のことから、チャクチ海の表層では海氷融解水の多
い海域で、底層では有機物分解の盛んな海域で、Ωarg<1
になっていることが明らかになった。 
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